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１．研究期間中の研究成果 

 

 陽子と中性子に加えて奇妙さ量子数(strangeness)をも

つラムダ粒子を強い相互作用によって束縛するラムダハイ

パー核の研究は、ラムダ粒子を探針としてｕ、ｄ、ｓ３種

のクォークを構成要素とする新しい物質形態を明らかにす

る。また、「拡張された核力」の観点から、未だ解明されて

いない核力を究明するためにも大きな役割を果たす。これ

までのラムダハイパー核分光研究はＫ－あるいはπ中間子

ビームを用いて行われてきたが、本研究では米国ジェファ

ーソン国立研究所超伝導連続電子線加速器施設において電

子線を用いたハイパー核生成反応の特長を生かして初めて

エネルギー分解能 750keV(FWHM)のハイパー核分光実験を成功

子核研究分野を確立した。さらに、電子線によるラムダハイパー核分光実験に最適化した高分解能Ｋ中

間子スペクトロメータ(HKS)を製作して第２世代実験を準備するとともに、東北大学原子核理学研究施設

の電子加速器により、ハイパー核生成実験の理論に必須の光子による中性Ｋ中間子生成反応の観測にも

初めて成功しその機構を明らかにした。 

させ、電子線による奇妙さ量子数を持つ原

   

 

２．研究期間終了後の効果・効用 

 

本特別推進研究を発展させ、第２世代実験において 12
ΛB, 

7
ΛHe, 

28
ΛAl ラムダハイパー核の質量スペクトルを初めて

500keV (FWHM)の分解能で実現し、ハイパー核構造の研究

を大きく進展させた。また、あらたに製作した散乱電子ス

ペクトロメータ(HES)を加えて2009年に実施する第３世代

のハイパー核分光実験を準備中である。一方、中性Ｋ中間

子生成素過程をラムダ粒子も測定して第２世代および第

３世代の実験を進めている。中性Ｋ中間子のみ成らず、ハ

イペロンの観測にも成功し、電磁相互作用によるストレン

ジネス生成過程研究のさらなる展開への道が開けた。これ

ら一連の電子ビームによるラムダハイパー核分光研究の

発展も受けて、世界の主要なストレンジネス核物理研究者

の参加の下に2008年12月に国際会議 SENDAI08を開催し、

今後の展望について活発な議論を展開した。 

 JLab 第二世代実験 E01-011 で測定した
12
ΛB のハイパー核質量スペクトル。新たに

導入した HKS により質の高分解能スペ

クトルが得られている。 

 



【科学研究費補助金審査部会における所見】 

 本特別推進研究は、ハイパー核の生成に高エネルギー連続電子ビームを用いる手法を導入し、ハイパ

ー核研究に新しい展開をもたらしている。特に Jefferson 研究所での研究では、大型磁気分析装置を含

む新しい実験装置を開発し、世界に先駆けて 750keV の高分解能で電磁反応によるハイパー核分光実験を

成功に導いた点は特筆される。研究期間終了後は、実験装置の改良を着実に進め、ストレンジネスハイ

パー核物理の国際的な研究拠点を確立することに成功しており、その学術的貢献は大きいと評価される。

また、本研究課題に携わった若手研究者は、その後、研究職に就いて研究を受け継ぎ発展させており、

若手研究者の育成に関しても高く評価される。 

 本特別推進研究は、ラムダハイパー核の構造やラムダ粒子－核子間相互作用の研究等、ハイパー核に

ついて新たな知見を得ることが要求される。しかしながら、ラムダハイパー核に関する新たな物理の発

見・知見を与える物理成果が乏しいことは残念である。実験装置開発の大変な努力で着実な進歩を重ね

ていることは高く評価され、世界最高分解能での新しいハイパー核分光を十分期待できるレベルに達し

ていると思われるので、ラムダハイパー核研究の発展を目指して今後のさらなる努力を期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


